
アク セ ス

■本学への交通案内

近 鉄 電 車 「急 行 」で

名古屋より

京都 ・大阪より

近鉄名古屋駅

伊勢中川駅

近 鉄 電 車 「特 急 」で

名古屋より

大阪より

京都より 京 都

約60分 漏 偽

約15分 橋

駅

近鉄名古屋駅

近鉄難波駅

駅

約50分

重

大

属鞠 学
約90分

約110分

津 タクシー

駅 約10分

津 駅 東 ロ バ ス の りば 「4番 」か ら 三 交 バ ス 「白塚 駅 前 」

(06系 統)、 「太 陽 の 街 」(40系 統)、 「三 重 病 院 」(51系

津 統)、 「椋 本(むくもと)」(52系 統)、 「豊 里 ネ オ ポ リス」(52系

駅 統)・ 「三 行(みゆき)」(53系 統)行 き で 、「大 学 前」下 車 。

津 駅 か らタ ク シ ー で 約10分
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三重大学 産学官民連携マガジン
麓

第6号

巻頭特集

些

暴 近鉄江戸橋駅(三 重大学前)か ら徒歩で約15分
駅

中 中部国際空港(セ ン トレア)か ら部
津エアポー トライ ンで 「津なぎ さまち」へ40分国

際
空 「津なぎさまち」か ら三交バスで 「津駅前」まで約15分
港 「津なぎさまち」か らタクシーで津駅まで約10分

鶴
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大
阪
難
波 津なぎさまち

伊勢市

賢島
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地 域Pickup

三重 のパ ワーフー ド

らしをささえる
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産学官民連携を推進する三重大学の「総合窓ロ」です

三重大学社会連携研究センター
http=〃www.crc.mie-u.ac.jp/

1三重大学社会連携研究センター 1辱

〒514-8507三 重 県 津 市 栗 真 町 屋 町1577

TEL:059-231-9763FAX:059-231-9743E-mail:Iiaison@crc.mie-u.ac.jp
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産 学官民連携 は

人と人との結びつきから始まります。

一Yui一 結(ゆい)とは、結ぶ ということ。また、結 とは、相 互扶 助 の精神 を意味

する言 葉であり、労働 力 を出し合 って行 う田植 え、稲 刈 りなどの生 活の営 みを維

持 していくための共同 作業 を指 す、人々 による共 同体 が形 成される過程 で生ま

れた、とても歴 史 のある言 葉 です 。

本誌 「Yudは 、地域 圏大 学である三重 大 学 と地 域社 会 との産 学官 民連 携

の取 り組 みのなかか ら、地 域 の 良さを見つめ 直し、三 重地域 が長 い歴 史 の中

で培 ってきた潜 在力 を掘 り起 こして、未 来 につな げていこうとす る雑 誌 です 。

大 学の研 究 者 の研 究 にか ける思 いや地 元 企 業 が生 みだしたこだわりの製

品 ・技術 など、さまざまな立場 で活 動する方 々の生 の声 を拾 い上 げ、お届 けし

ます。人 との結 、産 業との結 、地 域 との結、そして、読者 との結 、さまざまな結 びの

かたちを紹 介 し、自治体 、企 業 とも連動 しながら、三 重県 に関係 する人 々 のため

の 「コミュニティー」づくりを目指 していきます 。
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特集くらしをささえるプ ロジェクト

04新 エネルギー活用で広げる、学内スマートコミュニティ

07開 設7年 目をむかえた三重大学四日市フロント

08地 球にやさしいリサイクルを考える
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10美 し国おこし・三重 さきもり塾

12夢 の電気自動車の充電池開発

2

15地 域Pickup三 重 の パ ワー フー ド

16地 域 をリー ドす る人 材 の 育 成 とその 支 援

18黒 にん にゃくものが たり ～後編～

20三 重大学キャンパス ・インキュベータ

22連 携活動 日記

23三 重大学の利用方法 ・編集後記
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学内

ネル ギー活用 で広 げ る、
ス マ ー トコ ミュニ テ ィ

現代に生きる私たちすべてが考えなくてはいけない、地球環境のこと。

「環境先進大学」を目指す三重大学では、さまざまな環境に関する研究と実践的な

取り組みを行っています。地球温暖化の要因のひとつと言われる二酸化炭素を減らすため、

化石燃料に代わるエネルギーを活用した新しい社会システムづくりを開始しています。

三重大学の環境への取り組み

新 エ ネル ギー導 入で 、さらなるCO2削 減 を

三重大 学 は、2007年 に日本 で初 めて全 学 で

「ISO14001(環 境マネジメントシステム)」を取得しまし

た。そして、2010年には「カーボンフリー(CO2排 出量

を実質ゼロにする)大学」を宣言し、2020年までに'90

年比30.7%炭 素ガスの削減を目指しています。

これに加えて今回、新たなエネルギーの導入を開始

しました。新エネルギーとは、「①石油に代替するエネ

ルギーのうち、②経済性の面で普及が(十分)進 んで

おらず、③石油代替エネルギーの促進に特に寄与する

もの」という3つ の条件を満たすエネルギーです。上

記の削減目標と新エネルギーでの削減目標を合わせ

て、2020年には51%の 削減を目標 としています。

轡 カーボンフリー大学構想へ向けたCO2排 出量変化推計

[新エネ活用スマートコミュニティ化を加味したCO2半 減の実行工程]

。都。。書第.約束期間 圖a騰 。、。年比}
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キ ャンパ スをスマ ー トな理 想 社 会 に

新エネルギーは、CO2をほとんど排出しませんし、広

い地域に渡って存在しているので、広い活用が期待さ

れます。一方、自然環境に影響されるためエネルギーの

供給が不安定であるという特徴も持ち合わせていま

す。そのため、新エネルギーの導入には、エネルギーを

使う側と供給する側のバランスを上手くとる技術が不

可欠です。

その技術とは、スマート化(コンピュータ化された、ハ

イテク化された)と呼ばれる、ICT(情 報通信技術)を

活用したシステムのことです。

大学内では、「キャンパスニひとつの地域(社会)」とい

う考え方のもと、「スマートコミュニティ構想」を提唱し

ています。再生・新エネルギーと、企業、自治体、住民と

大学が連携してICTを 活用する新社会システムによっ

て、さらなるCO2削 減を目指しています。

命 艦

麟 代 表 的 な 新 エ ネ ル ギ ー

●風 力発 電 ●バイオマスを利用したシステム

●太 陽光発電 ●燃料 中に含 まれる炭素の量が少ない

天然ガスの高効率利用 など

轡 三重大 学のスマートコミュニティ構 想

学内スマート

中央監視センター

國
電気 中働

鞭 沸ず

＼↓ ↓ ↓
大学の融 鹸 湖 と

新エネルギー 省エネルギー・

設備 負荷平準化設備

ス マ ー ト コ ミ ュ ニ テ ィ

低炭素の実現 供給信頼性 高効率運用
キャノパス周辺の再生エネルギー エネルギー品質の維持向上 負荷平準化による
活用(風太陽バイオマス)災 害時のライフライノ維持 設備利用率向上

紬一 A

CO2削 減と電力 自給を同時に!

新 エ ネルギ ー の導入 に適 した立 地 環 境

CO2を 減 らす有力な方策のひとつに、※カーボ ン

ニュートラルなバイオマス活用と、風力や太陽エネル

ギーの利用があります。

津市周辺は、太陽の年間の照射時間が長く、また

キャンパスが海に面していて風況も良いため、新エネル

ギーの導入には適しています。三重大学にとって風力

や太陽光を活用したシステムは、CO2の 削減と電力自

給を同時に実現できるので理想的と言えます。

それでは、新エネルギーを活用した設備をいくつか

ご紹介します。

くらし詮ささえるフoジ 漁ク峯

馨 学内のエネルギー需要と新エネルギー源の特徴

●・昭閥駈 …=・腎r谷囲 孟1冒

　 一一 一 一 一 一 一

年間を通して高密度長時間
稼働している

不安定(授業、学生活動に連動)

不安定(授業、学生活動に強く連動)

謹藷 置i巴i
全学部が1キ ャンパス内に

集約している

医学系研究科

人文系研究科

自然科学系研究科

【2肖 ≡要性L】

病室へのエネルギー供給
の重要度:極めて高い

i風 ○海に面しており風況良好 ○ 年間のCO・ 削減効果大

太陽光・熱 ○年間の日照時間が長い ○同上
r

L
新エネルギー1バ イオマス

L

:

○ 中勢 ・南勢地区においてバイオマス資源が豊富 △ 資源の加工・運搬が
課題

天然ガス
1コージェネ

○稼働時間が長く、二酸化炭素
の削減効果が大

※カーボンニュートラルなバイオマス活用:植 物はもともとCO2を 吸収して生長するので、これを燃やすときに発 生するCO2と 相殺してCO2の 発生がゼロとなるという考 え方

風力と太陽光のハイブリッド型エネルギー供給設備

2010年3月 に第一弾として、風力と太陽エネルギー

を活用したハイブリッド型のエネルギー供給設備を学

内で稼働しました。

この取り組みは、大学院地域イノベーション学研究

科の坂内正明教授が中心となり、大学院工学研究科

前田太佳夫教授、大学院生物資源学研究科 久松眞

教授の協力のもとで進められています。

設備は、下図のように風力と太陽光の設備、バイオ

マス設備で構成されています。風や太陽光は常に安

定したエネルギーではないため、蓄電池と組み合わせ

て、学内で発電する電力と電力会社から購入する電力

のバランスをとって、バイオマスプラントに安定な電力

を供給するシステムになっています。

現在は、実際の運転データを分析することにより、

蓼 全体システム構成図

　カ　　ね コ　　

左 幽 郷
太陽電池モジュール1.67kW

太陽電池架台

冴 団団

津地区で新エネルギーを利用するとCO2の 排出量をど

れだけ削減できるのか、ハイブリットシステムを長年に

わたり運転 していく中でエネルギーを回収する機器

性能の劣化がどのように推移していくかを検証する

研究を継続しています。

(バイオマス設備は、

今 年秋 にこの系統

に組み込む予定で

現在計画を進めてい

ます)

・太陽光・風力発電

一廻 設備の外観

風力発電用
パワーコンディショナー

4kW

魏勧

1φ3W

～

→
商用電源

太陽光発電用
パワーコンディショナー

4kW

一一一一一一一圃 ■ 一一一一
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バイオエタノール製造装置
1φ2WAC100V

負荷:約1kW
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大 学 内 の電 力 供 給 の 一・端 を担 う風 力発 電

大学奥の堤防沿いに、出力100kWの 風車が回って

います。この風車の翼は、三重大学が独自に設計した

ものであり、他大学では例を見ません。この風車が発

電した電力は、CO2を排出しないエネルギーとして、大

学内の電力供給の一端を担っています。

また、附属農場にも出力100kWの 風車があり、こち

らは風車の基礎 ・応用研究に活用しています。農場

は、風車を中心として木質バイオマスガス化発電装置

も設置し、再生可能エネルギーの実証試験の場所と

なっています。

風車の翼が受ける自然の風はその強さや風のやって

くる方向がいつも変化しています。地形や気象条件に

もよりますが、とても複雑な変化をしています。三重大

学は、風車周りの風の流れや風車の翼に発生する力の

解析や風の特性を解析して、高性能で信頼性の高い

風車を開発し、地球環境の保全に貢献すべく活動して

い ます。

了
6 融

バ イオ リア クター

装 置

リアクター1本と20Lの培

養液タンク2本で構成さ

れています。微生物制御

技術で雑菌汚染が起こら

ない設備です。
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附属 農 場 にある風 力 発 電設 備

(100kW級)

バ イオエ タノール を生 産 す るリアクター装 置

食パン工場からは廃パンがでます。果実やイモ類を

生産する農家からは、廃棄農産物がたくさんでます。米

を収穫したあとには、稲ワラが廃棄物としてでます。こ

のように地域社会には、いろいろなバイオマス(再生可

能な、生物由来の有機性資源)がたくさんあります。こ

れらを燃料に変換できれば、化石燃料を減らせます。

私たちは、バイオマスの分解(糖化)か らエタノール発

酵、さらに発酵液中の低濃度エタノールを高濃度(90%

以上)に濃縮する研究を行い、酸や塩を高濃度に含む

培養液でも高いエタノール生産能を持つ天然酵母を分

離しました。バイオマスを分解しながら同時にエタノー

ルを効率よく生産する研究や、得られたエタノールを高

濃度に濃縮する技術の開発なども進めています。少し

塩濃度を高くしてありますので、雑菌汚染を回避でき、

糖化や発酵の工程を簡素化できます。

このバイオリアクター装置は、風力・太陽光発電から

の電気で新エネルギーを利用して運転しています。この

装置は将来、低炭素化社会を目指す地域を支援できる

ものと考えています。
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開設7年 目をむかえた

二重大学

四日市フロン ト
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四日市 フロン トとは

三重 大学社 会連 携研 究センター四 日市 フロン トは、四

日市市 を含 む三 重県 北勢地 域 との 社会 連携 を実践 する

現場 として活動 をしてきました。

四 日市 フロン トは、顧 問1名 と産 学連 携 コーディネー

ター4名(社 会 連携 研 究セ ンター2名 、工学 研 究科1名 、

生物 資 源学 研 究科1名)、 事務 職 員1名 の 計6名 で構 成

されてい ます。フロン トで は、各部局 のコーディネ ーター

が 集 まって情 報 交 換 を 行 い、とき には連 携 して もの こ

と にあ たります 。

四 日 市 フ ロ ン トの 活 動 内 容

地 元 中小企 業 との 連 携

四日市フロントは、四日市市のコンビナート企業群、四

日市消防本部とともに]ン ビナート産学連携会議を立

ち上げ、環境保安、開発、教育と幅広く取り組んでいます。

また、地元中小企業との連携を重要視しており、地元

中小企業に三重大学の研究を活用してもらい、業績の

向上に繋げてほしいと考えています。四日市市から実力

が向上する企業を多く輩出することが大きな目標です。

文化 の 提 供 と人 材 育成

市民対象の生涯学習講座(四日市市民大学)で、「21

世紀ゼミナール」というゼミを企画・実行しています。今

年度 は、「財政 問題 ・雇 用 ・年 金」といった、市民 が注 目 し

て いるテーマ を取 り上 げてい ます。

また、三重 県、四 日市市 、企 業 と連 携 し、三 重大 学工学

研 究科の 教員 らが参 力口して 「中核 人材育成」を行 うほか、

四 日市 市教 育委員 会と三重 大学 教育 学部が協力 協定 を

締結 し、教 員の実 力養成 に力 を注 いで います。

今 後 の 活 動

これまでは、市内中小企業と大学との共同研究の橋

渡しを中心に、技術的支援の側面が強くありました。

今後は臨海工業地帯再開発、多文化共生、在宅医療福

祉といった社会問題の点で、三重大学が協力できること

があれば、その間を取り持とうと考えています。

四日市市 一三重大学四 日市フロント連 携事業

國
政策髄部 ■

岩
呈

一 一 レi』・

相互友好 ■
肋 齪ii

囲Il

ll
團

→四日市消防部Hコ ンビナート産学民連携会議 1
事業費補助金(中小製造業対応)

四日市市新規産業創出事業補助金

研究開発マッチングセミナー

工業振興課事業支援商工農水部
工業振興課 市内中小製造業者と三重大学共同研究

市内企業向け技術コンサルティング

AMIC人 材育成・社会実習

四日市コンビナー トバスツアー

(三重大学学生対象)

→文化国際課H市 民大学「21世紀ゼミナール」 1

錯窪i轟 韻 の実力養成1

三 重 大 学 社 会 連 携 研 究 セ ン タ ー 四 日 市 フ ロ ン ト

〒510-0075四 日市 市 安島1丁 目3番18号

(財)三 重北 勢 地域 地 場 産業 振 興セ ンター(通 称:じ ばさん三 重)内4階

TEL/FAX:059-353-8260

E-mail:yokkaichi@ab.mie-u.ac.jpURL:http://y-front.jp/
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エコもエネルギーを消費する?

使用済の紙や雑誌を回収して新たな製品に生まれ

変わらせる古紙のリサイクル。地域や職場で行われて

いる身近なエコ活動 として、おなじみの方も多いは

ず。国内における現在(2008年)の 古紙回収率は

75.1%、古紙利用率は61.9%※と、古紙リサイクル事業

は資源確保や森林資源の有効利用という点におい

て、なかなかのエコ優等生と言えるでしょう。

それでは、同じく地球規模で大きな問題となってい

る地球温暖 化への影響はどうでしょうか。温暖 化の

原因は、私たちの排出する二酸化炭素(CO2)だ と言

われています。古紙を生産するときにも、新しい紙を

生産するときと変わらない程のエネルギーを必要と

します。さらに、車で古紙を回収してまわる場合には

ガソリンや軽油などの燃料を使用していますから、少

なからずCO2を 排出しています。

四日市市で古紙リサイクル事業を営む、株式会社

環境思考の代表の大川氏は、「古紙リサイクルの地球

温暖化への影響を数値化して目で見てわかるように

したい」と考えました。そこで、三重大学大学院生物

資源学研究科の佐藤邦夫教授に、古紙リサイクルに

おけるCO2排 出量の算定を依頼したのです。

※出典 経済産業省「紙・パルプ統計」

幽 一虚 畳,_」

地球 にやさしい

CO2排 出量を数値化してわかること

佐藤教授は、まず古紙回収システムの分析と回収

範囲の想定からはじめました。そして、ライフサイク

ル・アセスメント(LCA)と いう環境評価の手法を使

い、古紙の原材料となる使用済の紙を回収する作業

において、各種回収方式別に、回収ルートなどを詳し

く調査しました。このとき、どのような化石燃料由来

のエネルギーが使用され、どのような温暖化効果ガ

スが排出されるかについて、インベントリー分析とい

う手法を使い、評価 しました。これにより、どのような

回収方法が環境にやさしいのかが評価され、そのよ

うな回収方法をIT(情 報化技術)を使ってさらに効果

的にするための手法について、今までにない研究を

行ってきました。

古紙回収における地球温暖化への影響 を数値化

したことにより、古紙回収の環境 に優れた点を発見

し、さらにCO2を 排出しない回収方法など、今後取り

組むべき課題を導き出しました。

≡一 「 「[
彦 ≡}≦.

'ギ

曽 閏戸'

マr奪

.耐

.、

大学院生物資源学研究科 応用環境情報学研究室

教授 佐 藤 邦 夫(さ とうくにお)

リサイクル を考 える 梱

三重大学四日市フロントは、北勢地域を中心に産学連携活動を行い、

三重大学と地元企業との橋渡 しという役目を担ってきました。

地元企業と三重大学の共同研 究の成果のひとつをご紹介します。

県
隻

し

ノ レ3『

/

《毒シ

・・↓

ノ

CO2を 削減 して 、ポイント獲得!

この共同研究の成果は現在、ちょっとユニークな取

り組みに形を変えて動き出そうとしています。

環境思考では、家庭で出た古紙、アルミ缶等のリサ

イクル資源など一般消費者が持ち込める回収ボック

スを、協賛のスーパーマーケットの駐車場等に設置し

ています。古紙等を回収ボックスに投入し、隣…に設置

されたポイント機に専用のポイントカードやお財布機

能付携帯電話をかざすと、CO2排 出量をどれだけ削

減できたかが表示され、CO2削減ポイントが付与され

るしくみになっています。

貯めたポイントは、地域の協賛店で商品券やトイレ

ットロールと交換できたり、福祉団体等へ寄付するこ

とも考えられています。

このポイント機に表示されるCO2削 減量の数値は、

佐藤教授が構築した計算式から算定しています。数

値は、「持ちこんだ資源によってリサイクル効果として

削減されるCO2排 出量」から「持ち込むときに排出さ

れたCO2排 出量」を引いて算出されます。では、持ち

込むときに排出されるCO2と は何のことでしょうか。

コ　ロもりとゴロロ 　エヨう　　　の

りサイクル訊テー,圖}艦 雍盟=の唱」

r画 国 稿
らつヨロし　　ロごり 　モじリ ロロほニロエくリユむ

ロニ　ゆロ　しの 　ポ 　
o幽 幽r,尊 く・■」■血昌畠 ■・湘 予置貼咀世■,・o㍉

覧f牙'

回

くらし綬 さえるフh滋 外

リサイクルは「ついで」にやろう

わざわざ重いリサイクル資源を車に積んで回収ボ

ックスまで運んでくるとします。リサイクルに対する心

掛けは素晴らしいのですが、車からCO2を ポコポコ

排出しながら来るわけですから、地球温暖化の側面

からみると、あまりよくありません。

「買い物や用事など、なにかのついでにリサイクル

に参加するのが一番環境にいいんです」と佐藤教授

は言います。つまり、なるべくCO2を 出さない方法(車

より自転車、遠距離より近距離など)で回収を行 うこ

とが大事です。

さらに、佐藤教授はNPO法 人「環境評価研究機

構」を設立し、このようなリサイクルシステムのLCAの

実施とその結果の応用についても検証を行っています。

地域はもちろん、三重大学構内でも古紙が大量に

排出されますので、学内でも将来的にこのような取り

組みは導入可能ではないかと期待されています。

今後、四日市フロントでは、地域の商工団体などへ

取 り組みを広げていくなど、バックアップを行ってい

きたいと考えています。

置

翻u訓 」■曲 鴫 』島

胡 部唾価1㎝ 古匠1.251唱

1難繍
曝閣騨噸」ロ

澱 高よ愚19.269
お セゆ の ヨセリリぬアくおら　

国1田

株式会社環境思考 〒510-0075四 日 市 市 安 島1-3-18(IB6)

TEL:059-337-8377FAX:059-337-3878

蝋 慕 議 フセットって

A.カ ーボン(いわゆるco2)を 、努力しても、どう

しても削減が難しい部分について、他の場所やプ

ロジェクト、活動で実現されたCO2の 排出削減また

は(森 林保護活動によって実現された)森林等の

吸収量を購入することで、排出量の全部又は一部

を相殺(オ フセット)するしくみです。

http://www.ecothink.jp/

Aラ イフサイクル ・アセスメン ト
監嵯 .(LCA)っ てなんですか?

A.製 品やサービス(生産以外の業務)のライフサイ

クル(原 材料調達から設計 ・製造、使用、リサイク

ル、そして最終的な廃棄処分)を通しての、環境側

面および潜在的影響を定量的に調査する手法で

す。地球温暖化(CO2排 出量)に限らず、環境に

関する様々な影響について評価することです。
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うま

美 し国 力 こ し・三 重

さ き も り 塾
うま

「美 し国鶯こし・三重 さきもり塾」では、三重県 の防災 ・減災活動を

担 う人材 を養成 し、三重県全体 の防災力 を向上 させ、

自然 災害 による被害 を少 しで も減 らしてい くための活動 をしています。

来 年度 の塾 生 募 集 は今 年 の12月 頃か ら開始 します。詳 しくはホームページ上で 随時公 開 します。http=〃www.sakimori.eng.mie・u.ac.jp

くらしをささえるフoジ 三ク←

■ ■即 一 ト

10

産学官民、それ ぞれの立場で

取 り組む防災・減災

どんな人が受 講 してい るの?

受講生はほとんどが社会人で、行政、企業、地域、さ

まざまな立場で防災活動に携わっている方々です。さ

きもり塾には、全ての講義を受講する「特別課程生」

と、一部の講義を受講する「入門コース生」がいます。

今年度は、特別課程生が19名(行 政関係者9名 、企

業防災関係者2名 、地域防災関係者5名 、学内学生3

名)、入門コース生が47名(行 政関係者19名 、企業防災

関係者15名 、地域防災関係者10名 、学内学生3名)、

計66名 の塾生が受講しています。

特別課程生の皆さんは、それぞれの所属機関や地

域における実践的な活動に関する問題意識を持って

受講をし、さきもり塾の中でその解決(の ヒント)を見

つけるためにがんばっています。

入門コース生の皆さんは、実践的な活動を行うため

の準備や、次年度以降の特別課程生としての受講を目

的に、全般的な知識を修得しています。

学 内外 、研 究 科 の枠 を超 えた教育 活動

さきもり塾での講義 は、三重大学の5つの研究科(医

学系研究科、生物資源学研究科、教育学研究科、人文

社会学研究科、工学研究科)の 教員が講師を担当し、

全学体制で活動に取り組んでいます。また、日本全国

の防災・減災に関する活動 ・研究の第一線で活躍する

方々を招き、講義を行っています。

あな た も三 重 を守 る 「さきもり」

これ までの半年の

「さきもり塾」で の活 動 紹 介

自然 災害 の メカニ ズム と対 策 を知 る

◆地域防災学総論1

主に自然科学分野から見た地震・津波・風水害等の

災害のメカニズムとその対策、これらの被害を拡大す

る要因となる地理的条件、被害を防ぐのに役立つテクノ

ロジーについて学びます。

基本的な知識を学んだ後、塾生と2名 の講師を交え

た討論を三重大学の教員がコーディネートする形で行

います。

この講義には、さきもり塾に所属する全ての塾生が

参加し、討論のときには、それぞれの経験や立場から、

議論に参加しています。

毎回の講義アンケートでは、8割近くの塾生から、「講

義の内容が今後の自身の防災・減災活動に役に立つ」

との評価を得ています。

ゼミで、各 自の持 つ テーマを研 究 する

◆ さきもり特別研究

特別課程生の持っている問題を研究テーマとした

特別研究を実施しています。関連し合 うテーマごとに

3つ のゼミを設定し、6～7名 の特別課程生と、2～3

名の教員で毎月1回実施しています。これらの成果は、

来年の1月 に予定している研究成果報告会の場で発

表し、研究成果報告集をまとめます。

にな ってみ ません か?

実 際 の取 り組 み事例 か ら学ぶ

◆ さきもり防災計画特論および演習、

さきもり防災マネジメント特論および演習

三重県で防災・減災に関する活動・研究を実践して

いる方々と三重大学の教員が、三重県での具体的な実

践事例に基づいた講義と演習課題を通じて、特別課

程生の問題解決に役立つ授業を行っています。

前期は、風水害、地震等への三重県地域での様々な

取 り組み事例についての内容から、行政の災害対応、

企業防災についての講義・演習が行われました。演習

では災害による被害とそれを防ぐために必要なコスト

の関係を計算する「費用便益計算」や、振動台を用い

た建物模型の振動実験、三重県内の実際の企業の防

災計画を立案して、企業のトップを説得するプレゼン

テーション等が行われました。

繍 「　「
「美し国三重のさきもり補」の資格を活かす1

　

講義 を修 了す ると、特別 課程 生 には 「美 し国 みえ[

の さきもり」、入 門 コース生に は「美 し国 みえの さき

もり補 」の資 格 を認定 します。}

「さきもり」の 資格 認 定 者 は、所 属 組織 で防 災 ・1

減 災活 動の リーダー として活 躍 すると同時に、在 籍`
　中に 培

ったネッ トワークを活用 し、三 重 県 内 での

様 々な防 災活動 の中心 となって活 動 します。

「さきもり補 」は、将 来 的 に 「さきもり」資格 の獲

得 を目指 すと同時 に、「さきもり」と共同 して三重 県

での防災 ・減 災活 動 を行 います。

一 一
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文科省都市工 リア産学官連携促進事業 「全固体ポ リマー リチウムニ次電池」

NEDO次 世代自動車用高性能蓄電システム技術 開発 「リチウム空気二次電池」

12

三重大学社会連携研究センター

特任教授 梅 村 時 博

世界初!「 全 固体 ボ リマ ー リチ ウム=次 電池」

薄 くて 曲 が る電 池 が 私 た ち の 回 りに!

三重大学では、「三重大学次世代型電池開発セン

ター」で二次電池(※)の最先端の研究をしています。こ

こでは、和田勉のような武田教授と貴公子の今西准

教授のコンビで、日夜研究に明け暮れています。

財団法人三重県産業支援センターと共同で開発し

ている、文科省"都 市エリア産学官連携促進事業:

「全固体ポリマーリチウムニ次電池」"とNEDO"次

世代 自動車用高性能蓄電システム技術開発:「リチウ

ム空気二次電池」"を中心として、たくさんの研究テー

マを進めています。

※一次電池…使い切り(乾電池など)二次電池…充電用(携帯電話用電池など)

■「全固体ポリマーリチウムニ次電池」の図解

電解液

上

璽驚 ノ ー 炭一
セラミック

ポリマーシート

銅(Cu)シ ー トLi金 属 シート

θ
/句

奄

まず、近い将来に実現を目指す電池をご紹介しま

しょう。「全固体ポリマーリチウムニ次電池」は、薄膜

状で、曲げても大丈夫な電池。従来のポリマーリチウム

ニ次電池では困難だった、室温以下の低温での作動

に世界で初めて成功しました。太陽電池と組み合わせ

たり、電子ペーパーの電池として使ったりと、これまで

にない新たな電池に大きな期待が寄せられています。

この電池は、既に実用化に向けて量産技術の開発

が進められています。研究者の手を離れ、「官」の支援

を受けながら「学」から「産」へとバトンが渡されたとこ

ろです。

■全固体ポリマーリチウムニ次電池のつかいみち

.心,βノ秀 零

'

も

ノ ・嘱

ノートノ、ソコノ

%、
電子ペーパー

b
畠
■」
■

私たちの暮らしに欠かせない電池。そのルーツをたどると、なんと2000年 以上前のイラクにあり。

電池はさらに未来に向けて進化を遂げています。

最先端の開発を行う三重大学の電池開発の一部分をご紹介します。

十
車を動かす!「 リチウム空気=次 電池」

エ コな 電 気 自動 車 が 旬 里

次に、少し未来に実現を目指す電池を紹介します。

それは、「リチウム空気二次電池」。国内外の先端研究

者は、今まさにこのテーマに突撃し始めています。

好評のハイブリッド車に使われている電池は、ニッ

ケル水素電池が主流ですが、最近注目の電池だけで

動 く電気自動車には「リチウムイオン電池」が積まれま

す。その理由はなんと言っても、電気の貯蔵量が大き

いこと。ニッケル水素電池の約2～3倍 にもなります。な

じみのガソリン車からエンジンや燃料タンクを取って、

モーターとリチウムイオン電池を積むと、だいたい一度

の充電で100～150km程 度走れます。まめに充電し

て、町中を乗り回すには、とてもエコな車です。

/6

L

電気で走る車には3種 類

●八イブリッド車(HV)

●プラグイン八イブリッド車

(PHV)

●電気自動車(EV)

@

空 気は軽い、小さい。だか ら、たくさん積め る。

とはいえ、ガソリン車なみに距離を気にせず走りた

いもの。しかし、車に積める電池の大きさ・重さには限

界があります。

そこで、今西准教授は、さらにネルギー密度を高め

ようと、電極に用いる物質を変えました。それがプラス

極に「空気」を用いる「リチウム空気二次電池」です。

電極の片方が空気なので、使いたい時に大気から取

り込めばよいのです。そのおかげで電池は、軽く小さ

くなり、電気自動車へ搭載する電池の重さを、リチウム

イオン電池と比べて10分 の1まで縮小できます。つま

り、同じ燃料タンクの大きさでたくさん走ることができ

るのです。

私たちは、ハイブリット車、プラグインハイブリッド

車、そして電気自動車に、このリチウム空気二次電池

を搭載させるべく、夢のロードマップ(開発計画書)を

描いています。

リチウム空気電池の構造と仕組みを、次のページ

でわかりやすく解説します。

ところ で …

1ハ イ ブ リッ ド車 と電 気 自動 車 の 違 い って?

どちらも最近よく耳にしますが、どこが違うのでしょうか。

ハイブリッド車(HV)は 、ガソリンと電気をエネルギーとして、一

番効率の良い状態で走行する車です。電気自動車(EV)は 、家庭

用電源から充電してバッテリーに電気を蓄え、電気だけでモーター

を回して走行します。プラグインハイブリッド(PHV)車 は、電気自

動車として使用でき、電気がなくなればハイブリッド車として走る

ことができる車です。HVとEVの 中間的なものと言えます。

(参考ホームページ:トヨタ自動車株式会社)
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リ チウム空気=次 電池の しくみを知 ろう1

電池にはプラス極とマイナス極がありますが、先

ほど説明したとおり、プラス極は空気(酸 素)で す。

穴がたくさん開いたカーボン(炭素)の 中に、電池

の外から空気が入ってきて反応するようになっていま

す。この技術は、補聴器の電池ですでに実現され

ています。

電池の中ではなにが起こっているの?

プラス極には、炭素でできた土地に空気の家が建

てられていると考えましょう。マイナス極には、銅の土

地に金属リチウムの家が建っています。

さて、マイナス極にいる 「リチウム君」がリチウム

イオンという、ちょっと興奮した状態でプラス極にやっ

てきます。興奮したリチウム君だけが通過できる「特

別なドア」を通って空気の家に入ると、中にいる酸素

と仲良くなって落ち着きます。同時にリチウム君は、

子どもの「電子」に旅をさせます。電子はマイナス極

から電気のコードを通って(電球)に 向かい、そこで

仕事をしたあと、プラス極へ移動し、酸素君とくっ

つきます。この移動を繰り返して、電気が起こります。

一方、リチウムイオン電池は、プラス極にはアルミ

ニウムの土地に酸化コバルトの家が、マイナス極に

は銅の土地に黒鉛の家が建っています。こちらは、

_漕_
了 電鶉 善.→ 工

電気の流れ

リチウム君が家の奥の方まで入り込んで来るので、そ

の間ちょっともたもたします。

リチウムイオン電池には、最初は電気が全 くたまっ

ていないので充電が必要です。まず、プラス極の酸

化コバルトの家にいるお休み中のリチウム君に電子

を放出してもらいます。この電子はなかなか動こうと

しないので、外から電気で刺激します。つまり、充

電です。そして、興奮したリチウム君がセパレータと

呼ばれている分離膜を通ってプラス極の家に行 きま

す。ここで電子を受け取ってやっと落ち着きます。こ

うして、電気がたくさんたまると、使う準備が完了です。

㊥

o
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電気の流 れ
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ではの食材を手軽にテイクアウトして楽し

むことができる創作バーガー。2008年 に

「とば一が一」第1弾 が認定。現在は14種

類の「とば一が一」が各店舗で販売中。
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まこも商品
菰野町の町名の由来といわ
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な商品が開発 されています。
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津ぎょうざを食べることができます。

囲 おおだいば一が一
大台町内で捕獲 された

鹿肉や宮川で育った鮎

など、大台町の特産品を

ふんだんに使ったハン

バーガー。大台茶入りバ

ンズに鹿肉パテとわさ

びマヨネーズをサンドし

た「おい しかば一が一」

の他3種 類があります

「おい しか は一が一」レ
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昔ながらの懐かしいものから、

誕生 したばかりの新 しいものまで、

パワフルでソウルフルな三重の味。

圃 どん丼火

團 伊賀牛 牛汁
まかない食として親しまれていた伊賀肉

の切り落とし入りの吸い物をアレンジ。5

つの定義を満たした商品を「伊賀牛 牛汁」

として認定。すいとんやカレー風 味なども

あり、高級食材を気軽に楽しめます。
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三重大学の人材育成システム

平 成21年4月 、「プロジェクト・マネジメ

ントができる研 究 開発 系 人 材 」を育 成 す

る大 学 院 「地域 イノベ ーション学研 究 科 」

を新 設 しました。 本研 究科 は、地 域産 業

界 と三 重 大 学 が 連 携 して、地 域 に必 要

な人 材 を育 成 することに特 化 した、 国 内

では初 めての取 り組 みです。

三 重 大 学 では、地 域 イノベ ーション学

研 究科 の設置 を契 機 に、「研 究 者 養 成 の

教 育」と「高 度 専 門 職 業 人 養 成 の教 育」

を機 能 分けす る 「人材 養成 システム改革 」

を推進 しています[図1]。 〆
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地域をリードする
人材の育成とその支援

三重大学社会連携研究センター社会連携推進戦略室長 西村 訓弘
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地域産業界を牽引する人材を養成する

平成22年 度には、科学技術振興調整費 イノベーショ

ン創出若手研究人材養成事業 「イノベータ養成のため

のサンドイッチ教育」を開始しました。この事業は、地域

イノベーション学研究科で構築した教育プログラムを、

博士号を修得したばかりの若手研究者と博士後期課程

の大学院生を対象として展開する取り組みです。
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高度 な研 究 開発 能力 、プロジェクト・マ

ネジメント能 力、 グローバ ル化 に対 応 した

国際感 覚 のすべ てを備 えた 「プロジェクト・

マネジメントが できる博 士 人 材 」を養 成 し、

地 域産 業界 の活性 化を牽 引 するイノベータ

として送り出す ことを目標 としています 。

ここで は、 若 手 研 究 者 等 を対 象 に、

協 力 企 業 と三 重 大 学 で 実 施 す る 「実社

会 プロジェクト」を活 用 した、2段 階 のOn

theProjectTrainingを 、2種 類 の指 導

者 による共 同教 育(OPTサ ンドイッチ教 育)

によって行 うことが特 徴です 。[図2]

16【 図2】 イノベータ養 成のための サンドイッチ教 育 における教 育 スキーム

2段 階のOPTサ ンドイッチ教 育とは

第1段 階OPTサ ンドイッチ 教 育 で は、 研 究 開 発 を

指 導 す る教 員(R&D教 員)と プロジェク ト ・マネジメン

トを指 導 する教 員(PM教 員)が 協 力 して、プロジェクト・

マネジメントに必 要 な知 識 と方 法 を修得 させ ます。

第2段 階OPTサ ンドイッチ教 育 で は、協 力 企 業 にお

いて、PM教 員と企 業 指 導者 の指 導を受 けなが ら、 「実

地域 に人を振 り向かせるた髭 一

社 会 プロジェクト」 を担 当者 として実施 し、 「プロジェクト・

マネジメントが できる博 士 人 材 」 に必 要 な実 践 力 を身 に

つ けます 。

地 域 企業 における新 規 事 業 の開拓(企 画段 階か ら研

究 開発 、 製 造、 販 売 まで)を 担 当 す ることにより、 養 成

した人 材 が 地 域 産 業 の発 展 を牽 引 す る中核 人 材 とし

て活 躍 することを期 待 してい ます 。

産 学官民連携マガジン 「Yui」と

高校 生対象 セミナーによるPR活 動

三 重 大 学で は、 産 学 官連 携 による地域 活 性 化 の取 り

組 みを幅 広 く認 知 してもらうことに力 を入 れています。 本

誌Yuiで は、三 重大 学 が行 う産学 官連 携 の取 り組 み を

詳 しく分 かりやす く伝 えなが ら、地 域 、産 業 、行 政 関 係

者の結 びつ きを創ることを目指 しています。

また、 地域 の将 来 を担う高 校 生を対 象 に、 『地域 が 応

キャリアを積 ん で 再 び戻 り、 地 域 のた めに活 躍 して欲

しいと願っています。

援 す る高校 生セミナー』 を津 セ

ンター パ レスとの 連 携 により、

実 施しています。 企 業 経営 者

や大学 教授 などを講 師に招 き、

生 きた経 済社 会 の動 きや仕 組

みを学 ん だり、先 端 の 知 識 な

ど先 輩 の智 慧 に触 れ ることで、

受 講 生 に将 来 の職 業 人 として

のイメー ジや労 働 観 を持 っても

らうことが狙 いです 。

高 校 生 に 「三 重 です ば らし

い仕 事 ができる」 と認 識 しても

らい、 地元 での進路 選 択 の幅

を広 げる一 方 、一 度 は進 学 や

就 職で県 外 に出 たとしても、

地域を離れた人を呼び戻す

さらに、地 域 を離れ た三重 県 ゆかりの人達 に、 地域 を

支える中核 人材 として地域 に戻 ってきてもらうための取 り組

みを、 今年 度 中に開始 したいと考 えています。

これらのプロジェクトは、第 三銀 行 と三重 大 学との 「産

学連携 の包括 協定 」締 結を契 機に開始 しています。

現状 '

第三銀行と三重大学が包括提携で取り組むプロジェクト

一餅

㌔
」
-

、.'

'・

以上のように三重大学では、地域 が必要とする人材の養成を強化 しています。三重県地域を支える地域圏

大学として、これからも、大学の重要な役割である「教育」「研究」を通した社会貢献を推進 します。

◎
WITHYOUR
SMlLE

キラリと光るあなたの銀行翻 h††P://www.d(】isQnbQnk.co.jp/

1第三銀行11[i興
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㊦ 上野屋のこんにゃく+蓼 ≡ 重 大学 三 重 人 学 商 標 使 用 権

=人 三脚で

「黒にんにゃく」 黒 にんにゃ
2008年5月 、みえメディカルバレープロジェクトの支援を受け、

有限会社上野屋と三重大学医学部附属病院栄養指導管理室、教育学部との

商品開発プロジェクトがスター トしました。白いにんにくを熟成させてつくる

にんにく」の粉末をこんにゃくに練り込むという画期的な商品づくりに取り組むことに。

ヘルシーでおいしく、お肉のように使える「黒にんにく入りこんにゃく」をめざして、

管理栄養士の助言を受けながら、レシピ作りを開始。専用のタレと商品名「黒にんにゃく」も決定した。

次に「おいしい食感と食べやすさ」を求め、訪れた先は…。

次に、食べやす いこんにゃくの厚 さ ・固 さについ

て調べ るため、教 育学 部 平 島円准 教授 に官 能

検 査 を依 頼 した。

普 通 のこんにゃ くと黒 ニンニ ク入 りこんにゃく

のそれぞ れ見た 目、香 り、風 味 、噛み切 りや す さ、

歯 ごたえ、味の強 さ、後味 について130名 以上 を対

象 に検 査 を実 施 した。そこで 、スライスの厚 みを

1mm、3mm、5mmと 変 えて比 較 した ところ、

厚 くなるほ どこんにゃくが 柔 らか くなることが わ

か った。5mmで はこんにゃくの においが強 くなる

ため、中間の3mmが 最 適の厚 み と判 断 した。ま

た、おいしい と思う調 理方法 についての項

目で は、「生の まま」「茄 でる」等 を抑

え総 盤 諜鈴
雷闘プ

ようなこん にゃく」は好 まれ る こと

が 明 らか になった。

焼くだけ簡単調理法

0黒 にんにゃくを袋 からあ け、軽 く水 洗 い

し、しっか りと水切 りする。

② 熱 したフライパ ンに油 をしき、黒 にん

にゃくを妙 め、水 気 をとばす。

③ 弱火 にして、

タレを加 え、か

らめなが ら妙

める。

構
想
か
ら
2
年
越
し
で
商
品
完
成

商 標 『に ん にゃく』を出 願 してか ら半 年 ほ ど

た ったあ る日、特 許 庁 か ら通知 が 届 いた。商標

登 録完 了の知 らせ だ。

こうして 「にん にゃく」は 、晴 れて「黒 にん にゃ

く」として デ ビューを果 た した 。その後 、三重 大

学商 標使 用 権 許諾 商 品(三 重 大学 お よびシンボ

ル マー クを掲 載 で きる商 品)と しての認 可が 下

り、パ ッケ ー ジや デ ザ インの 変 更 な どを経 て

2010年 冬 に「三重大 学 との共 同研 究に基づ いた

商 品 『お肉の ように使 えるこん にゃく黒 にん にゃ

く』」が発 売 となった。

発 売後 は新 聞 ・ラジオ等 で紹 介 され、多 いとき

には上 野 屋 に1日 十 数件 の 問 い合 わせ の電 話

が かか った ことも。商 品 を取 り扱 うスーパ ーでは

試 食販 売 な どを通 じて ロ コミで購入す る人が 増

えてきた 。なか に は箱 単位 で買 ってい く「黒 にん

にゃくファン」も。また、三重大学 医学 部附属病 院

了説 「瓢 を養架1灘1'

最初 、薄くスライスした ほうがタ レとよく絡

ま って食 べやすいだ ろうと思 われていたの

です が…なん と、かたくて食 べにくい という

結果 が出ま した。検査 は学生 と一緒 におこ

なったのですが、今の若い人はかたい食べ物

が苦手で、薄いこんにゃくを鉄板で 焼いたも

のは、かたくて噛み切れない というのです。

ノ

'

'

七

i
量
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」

ガ

」凸甘

≦
写

f

'
」

、

些

許諾 商品 「黒にんにゃく」はこうして生 まれた

くもの が た り確7
ネ ー ミ ン グ こ の 一・言

「に ん に く と こ ん に ゃ くで 「に ん に ゃ く 』は?」

「「こん にゃ くブーム 』はど う?」 「ニ ンニ クとこん にゃくで 『にん にゃ く』

は?」 だ じゃれ の ような… しか し、この ネ ーミ ング決 定 が商 品 化 まで の

勢 い を力口速 さ せる。まだ 、姿 かた ちも な い 「こん にゃく」は 「にん にゃく」

という名前 で 呼 ばれる ことに。

rし' _

、

内のコンビニエ ンス

ス トアや 県 内 の ス

ポー ツクラブ で も

「黒 に ん にゃく」が

販 売 さ れ る こ と1

なった。スポーツクラブで

試 食販 売を行った ときは、「酒 のつまみ に」と買 い

求 める人 が多 くいた。その理 由がスポーツクラブ

利用 者な らでは。「カロリーオフの ビールを飲 み な

が ら高 カロリーのつ まみ を食 べ ていては意 味 が

ない」とい うのだ。病院 内のコンビニで は、管 理 栄

養 士 や医師 か らの勧 め もあ り、「食事 を見直 す必

要が ある」とされ た人や 、「知 り合 い に頼 まれたか

ら」と通 院 日ごとに購入 してい く人が いる。

「黒 にんにゃ くブーム 」はす ぐ目の前 まで きて

いる。

三 重 大 学 生 協

tablefortwoメ ニ ュー に

取 り入 れ られ て います 。

先進国の私たちと開発途上国の子どもたちが時間と空間を

越え食事を分かち合うというコンセプ トのもと、力ロリーが

730kcal程 度のヘ ルシーメニュー を提供 するプログラム

です。参力口企業 ・団体は数多く、≡重大学も昨年 秋よ り活

動に参力口していま

す。そ のひとつの

メニュー にD黒 に

んにゃく」が使用

されています。

豚肉 しょうが焼き

黒こん にゃく入り

定食(701kcal)

三重大学教育学部家政教育講座

准教授

平 島 円(ひ らしま まどか)

おい しく食べるとい うことに最も関心 があ

り、お いしさに大 きくかかわるテクスチャー

についての研究を行っています。

《研究テーマ》

調味料添 力口澱粉糊 液およびゲルの糊 化 ・

老化特性

セルロース添加澱粉ゲルのレオロジー特性

アガロペクチンの レオロジー特性

こんにゃく粉水分散液のレオロジー特性

コ

Σ

1 製造 販売

有限会社上野屋

〒515-1502..

松 阪 市 飯 高 町 宮 前1468-1

TEL:0598-46-0007

FAX:0598-46-1307

http://www.konnyaku.co.jp/
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三重大学
三重大学は、大学発ベンチャー企業の創出を目指 し、キャンパス・インキュ

ベータを平成16年4月 に設立しました。発明や特許などの研究成果を持 ち、

ベンチャー起業を宣言 した教職員や学生、大学発ベンチャーおよび三重大

学と共同研究を行 う6社 が入居 しています。

キ ャンパ ス ・イ ン キ ュ

÷ ・

;ll≒

　

罫

}ー

謹

∫'一「「一 ド ・'
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■■9平 成22年 度は、以下の3社 がキャンパス・インキュベータに入居 しました1◆

1揃L野 ラボ うれ し野 ラボ株 式 会 社

＼

伽 血盟oパ イオ コモ株 式会 社

塁

h† †p:〃www.ureshino-IGb.jp/ h††P:〃www.biocomo.jp/

薩
理 想 的 な健 康 と美 しさを サ ポー トし、天 然 由 来

の 原 料か らつ くりあ げた安 全 で安 心 してお使 い

頂 ける化 粧 品 と食 品 の研 究 ・開発 販 売。

團
ネッ トワー クの 拡 大 による企 業力 強 化を 図る こ

とで、地 域 と共 に発 展 で きる事 業 形成 を 目指 し

ます。

暉超直'幽

・平成22年 度入居者一覧

●株式会社プリンシプル

薩
遺伝子組換えベクター技術を用いた成人結核

等の対応ワクチンのない感染症に対する新規

な経鼻噴霧型ワクチンの開発。

園
三重大学との共同開発による三重県産ワクチン

で世界の感染症に苦しむ人を少しでも減らした

いと思います。

● ピー ア ン ドデ ィー パ ー トナ ー ズ 株 式 会 社

h††p://www.prin-mie.co.jp/h† †p://www.pOndd.jp/

● 有 限 責 任 事 業 組 合 ア ン カ ー ア セ ッ トマ ネ ジ メ ン ト研 究 会h† †p://wwb.jp/SGGm/

●うれし野ラボ 株式会社

●バイオコモ株式会社

●株式会社ファイナルマーケット
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べ 一 タ
キヤンパス・インキュベータと企業成長支援室

三重大学と津市は、キャンパス・インキュベータ施設

を卒業したベンチャー企業等の「本格的な成長』を

支援するため、ポスト・インキュベーション施設とし

て、平成22年8月 に『津市一三重大学連携・企業成

長支援室』を設置しました。

[喜繍:議 繍雛鐵 羅 な1年列

7大 学拠点で醐 がスムーズ
三重大学を拠点に活動すること

で、学内外、行政機関等との連

携がスムーズに行えます。また、

大学との連携という強みを生かし

た活動により、確かな実績と信

頼が構築できます。

伍_株 式会社ファイナルマーケット

A

∠ 様々なサポートが受けられる

技 術の権 利化 、経 営、財務 、法務 、

総i…昆
3入 居企業同士のつながりが持てる

キャンパス ・インキュベータでは、

年2回 、入居者同士のつながり

が持てるよう、交流会を開いてい

ます。各社報 告会のあと、おい

しい食事とお酒を楽しみながら交

流を深めます。ここで新 しいビジ

ネスのヒントが見つかるかも。

h† †P:〃www.fm-†nb(】se.co.jp/

鷹
きわ めて 高 い透 水 性 と意 匠 性 な ど多 機 能 な 複

層 ポー ラスコ ンク リー ト舗装 「T.N.べ一ス」の 普

及拡 大、技 術 サー ビス 。

〔ii〕
T.N.べ 一スの環 境技 術 は、快適 な住 空 間、美 しい

街 を実 現 します。

慰 轡
∫ち類 ド.

べ 錨 」1

・「
噸乙

ノ

f県 内最大級の産業展にイ ンキュベータ枠で出展可能

畦 甲≡臨牌キヤン'颪=i銅
　む ロ

川II二'一 」'桶^噌 」袖7`

"

毎 年秋に開催される産 業展に、

三 重大学 キャンパ ス ・インキュ

ベータとして出展スペースを設け

ています。手ごろな出展料で大き

な展示会に参加でき、たくさんの

来場者に事業内容をアピールする

ことができます。

へ

」

イ'一

彰甲}魁 勲 』 副乏

5卒 業後は一企業成長支援室を随晰u用 できる
インキュベータ卒業後は、『津市
一三重大学連携 ・企業成長支援

室』を利用で きます。大学関係

者 との打ち合わせや、情報収集

など自由に活用できます。

● " ● 畠
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遷携薦 ガ 臼遷 融
9.7T,λ θ～9.70Fヒ 了曇りのち・青然

フ ー一ドテ ッ ク2070一 国際 食品産業展2。7。 大阪

インテックス大阪で開催されたフードテック2010に 、三重大学

が出展しました。全国の大学発 ブランド商品などを紹介するコー

ナーで、YUI第5号 で掲載 した 「三重大学ブランド商品」を来場者

にPRし てきました。学長バウムは、味噌味、マーマレード味を実際

に試食 してもらい、評判も上々でした。

カメラさん、三 重 大を

全 国1:紹 介 しマ〈fξさい1

8.37Tu6～9.7w己d晴 然

津 地 域 企業魅 力癸 見ッァー

津市と社会連携研究センターが合同で、三重大学工

学部3年 生を対象とした工場見学会を開催 しました。

学生80名 が津地域6企 業のプレゼンを聞き、4社の工

場を見学 しました。学生にとって、今後の進路を考える

良い機会 となったで しょうか。

8:75靖 天 の下 、2台 のバ スに

分 乗 しマ津地 域 の企 業 見 学 へ。

8:40企 業1:マ 。
「先 程 のお話 を詳 しく個 い たいので寸が

」

ー

啄
顛

開 会 後 、各 テーブルにわり・熟、企 業の

方 を囲 んでなごやカ・に歓 談 。

13:30午 後 の企 業見 学。

広 大な工場 で見 るのも聞 くのも

驚 きがたくさん。

76:00現 場 の言舌を聞 き、最 先 喘 の

キ支術 にも角虫氣ることわ・・できf:。

17:00皆 さん、 本 日 の

企 業 見 学 け どうでしたが2

本 学の利用方法

産学官連携を進めるために
三重大学との産学官連携による研究開発の基本的な流れ

産学官連携の
きっかけ

2P
解けない問題

盤
新たな発想

産学官連携の
総合窓口

社会連携研究
センター

「
産学官連携の総合

窓 ロとな り、関係

機 関 と連 携 して、

産学官連携を推進

しています。

コーディネーター

による面 談

産学官連携

コーディネーター

帰
産学官連携のノウ

ハ ウと、専 門知識

を持ち、問題や得

たい成果 ・結果 に

応 じた連携の方針

を立案 します。

三重大学との連携

アドバイスが必要

大学の持つ、特殊

な設備やノウハウ

が必要

互いのアイディア、

ノウハ ウ、設備等

の共有が必要

連携で得られるもの

技 術相 談

↓
受 託研 究

蕪

・問題解決

・研 究開発 テーマ

発見

・実験、調査などの

結果

新製品

ノウハウ

知的財産

人材育成

⑱

U1
三重大学産学官民連携マガジンVol.06

1
三 重 大 学 全 学 シ ー ズ 集

http:〃www.crc.mie-u.ac.jp/seeds/

発 行 日:2010年10月

発 行:国 立 大学 法人 三重 大学 社会連 携研 究 センター

〒514-8507三 重 県津 市栗真 町屋 町1577

TEL:059-231-9763

制 作:三 重 大学社 会連 携研 究 セン ター

株 式会 社 コ ミュニケ ー シ ョンサー ビス

1
三 重 大 学 キ ャ ン パ ス ・イ ン キ ュ ベ ー タ

http=〃www.crc.mie-u.ac.jp/incu/indexi.htmI

編 集 後 。己

今号では 「くらしをざざえるプロジェクト」という観点から、ざまざまな

取 り組 み を ご紹 介 しま した 。環 境 、新 エ ネ ル ギ ー 、リサ イクル 、防 災 、夢

の 電 池 … 私 た ち の くら しは、人 々 の 汗 とた ゆ ま ぬ 努 力 に よ って ざ ざ え ら

れていることを実感します。四日市フロントは7年 半前から北勢地域の

企業と大学を結ぶ活動を続けており、成果が出てきています。三重大

学の 「育てる力」には地元企業のみならず、地域を想う人たちから熱い

期待を寄せられています。三重県の熱いパワーに期待です!(鈴)

[表紙 写 真]建 物 はミニ ス トップ

三重大 学店。太陽 光発 電等 を導

入 し、省 エ ネ ・⊂02肖1」減 に取 り

組 む 環境 配 慮 型 店舗 です。
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